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１）意向調査の実施結果
有権者総数 3903名
意向調査用紙発送数 3824通
総投票数 830通

２）開票結果（白票　18通，無効　３通）
会長意思表明者（得票数）
１　井龍 康文（780）
副会長意思表明者（得票数）
１　山本 高司（754）
２　渡部 芳夫（749）

※理事会規則第２章　役員の選任，第３条（会長，副会長，
執行理事の選任）参照．
第２章　役員の選任
（会長，副会長，執行理事の選任）
第３条 理事会は，役員改選後の第１回理事会において，

会長および副会長候補者を選任する．なお，選任に
あたっては，会員の意向投票を尊重する．

2014年度代議員選挙については，投票は行わず，全員無
投票当選となりました．結果はニュース誌2013年11月号ま
たは学会ホームページをご参照ください．

会長・副会長立候補意思表明者にたいする意向調査結果報告

2014年１月10日

一般社団法人日本地質学会
選挙管理委員会委員長　阿部 なつ江

開票立会人　巌谷 敏光
開票立会人　高橋　 聡

選挙規則ならびに選挙細則に基づき，標記意向調査を実施いたしました．
法人の代表理事は法律により，理事会において選任することが定められています．学会の代表理事となる会長およびその

補佐役の副会長を選出するにあたり，会員の皆様の意向を伺うためにこの調査を行いました（※）．
意向調査の結果は，下記のとおりとなりましたのでご報告いたします．

意向調査開票風景．2013年１月10日．於 学会事務局．

申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2013後期号）発行！
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訂正

代議員選挙（全国区）立候補者リストの訂正とお詫び

皆さまにお送りした代議員候補者名簿に一部誤りがありまし
た．ここに訂正し，お詫びいたします．

■代議員選挙（全国区）立候補者リストの訂正
56番　西　弘嗣会員　所属別区分
（誤）官公庁等　→（正）大学

2月 February1月 January

「鉱物資源部会」が
2013年12月に発足しました

鉱物資源部会は，地球に産する様々な鉱物資源を，地質学的
な視点から解明する研究分野の専門部会です．海底鉱物資源を
はじめとする新しい資源の開発に向けた動きが活発化している
中，地質学的観点に立って鉱物資源の成因解明に取り組み，こ
の分野の発展に貢献することを目的としています．この専門部
会を，鉱物資源研究者の情報交換・情報発信の場として機能さ
せたいと考えています．

部会長：加藤泰浩（東京大学）
幹　事：岩森　光（JAMSTEC）
幹　事：中村謙太郎（東京大学）

＊鉱物資源部会のホームページは近日公開予定です．

鉱物資源部会はできたばかりの若い専門部会です．メンバー
の方々と一緒に築いていきます．

（部会長　加藤泰浩）
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2014（平成26）年の年頭に当たり，日本地質学会理事会

を代表して，会員の皆様にごあいさつを申し上げます．

2012年５月に会長に就任してから既に１年半以上が経過し，

任期も残り少なくなってきました．この１年間の本学会の

活動を振り返り，今後の活動方針をお示しして，年頭のご

あいさつとしたいと思います．

2013年９月14日～16日に仙台市の東北大学川内キャンパ

スで日本地質学会第120年学術大会が開催されました．この

大会では，「東北，いま，たちあがる地質学」のテーマのも

とに，公開シンポジウム「東日本大震災　あの時，今，こ

れから」，柳田邦男氏の市民講演会「災害に備える安全な社

会とは」，原子力規制委員会の評価会合についての意見交換

会，環太平洋オフィオライトに関する国際シンポジウムな

どが開催され，16日の台風18号（Man Yi）の直撃にもかか

わらず，近年では最多の987名の参加者と635件の講演数を

得て，大成功の大会になりました．初の試みである巡検専

用のトレンチ掘削を含む津波堆積物巡検や市民向けの仙台

市内アウトリーチ巡検など，12コースの巡検も成功裏に行

われました．本学会が共催して仙台市科学館で行われた地

質情報展も盛況であり，また日本堆積学会との共催で行っ

た津波堆積物ワークショップも盛況でした．共催していた

だいた東北大学の理学研究科，東北アジア研究センター，

災害科学国際研究所，学術資源研究公開センターと現地実

行委員会の箕浦委員長，西事務局長はじめ東北大学，宮城

教育大学，山形大学など東北支部の教職員・学生の皆様，

行事委員会と学会事務局の方々，株式会社アカデミックブ

レインズ，その他この大会の実施にご協力いただいた全て

の方々に厚く御礼申し上げます．

国際的な協力関係にも特筆すべき進歩がありました．そ

れは，日英交流400年（1613年に英国の使節が初めて徳川家

康に面会した）に当たり，８月８日に英国のロンドン地質

学会と日本地質学会が学術交流協定を締結したことです．

これには，副会長のSimon Wallis氏が大いに尽力されまし

た．本学会はこれまで韓国，モンゴル，タイの地質学会と

交流協定を結んでいますが，アジア以外の国の学会とは初

めてです．当面の共同事業としてはGeology of Japanの執

筆・編集が進んでおり，来年の鹿児島大会ではロンドン地

質学会と共催で津波堆積物に関する国際シンポジウムが開

催される予定です．そういえば，同じ1613年に伊達政宗が

慶長遣欧使節を派遣しており，その２年前には東北地方太

平洋岸一帯に慶長の津波が押し寄せました．低頻度自然災

害に対応できるような息の長い交流になることを期待しま

す．また，昨年の大阪大会で延長締結された学術交流協定

に基づき，済州島で開催された大韓地質学会に私とWallis

副会長が出席し，交流を深めました．さらに，2013年10月

に仙台で開催された自然災害に関するG-EVER・IUGSなど

の共催シンポジウムとCCOP会議に本学会の代表を送り

（私と高木理事），本学会の取り組みなどについて講演しま

した．

しかしながら，2011年３月11日の東日本大震災から約３

年後の現在も被災地は復興途上にあり，再建はなかなか進

みません．その上に台風の豪雨により山口県・鳥取県や伊

豆大島などで深刻な土砂災害が発生しています．伊豆大島

については，すぐに産総研の会員が調査し，災害の概要と

原因などについて調査結果を公表しました．これは本学会

のホームページからもリンクされています．また，本学会

会員を含む内閣府の有識者会議の火山災害に関する提言も

あって，原子力発電所には地震・津波だけでなく火山噴火

のリスクも考慮すべきだという世論が高まっています．

東日本大震災以後，地質学への社会的関心が高まってお

り，福島第一原子力発電所の事故を踏まえて全国各地の発

電所敷地内の活断層を評価する原子力規制委員会の有識者

会議が2012年に発足し，2013年度には敦賀と大飯について

の評価がまとまり，本学会会長を座長とするピアレビュー

も行われました．本学会が推薦した有識者は国民注視の中

で現地調査や報告書作成などの職務を行っています．また，

福島第一からの汚染水流出が続く中で，核廃棄物の保管・

最終処分が重要な政策課題になっており，本学会の学術的

貢献が期待されています．本学会からは渡部副会長が経済

産業省の総合資源エネルギー調査会の地層処分技術ワーキ

ンググループに学会推薦委員として参加しています．そう

した中で，立川断層の人工物との誤認問題が発生し，既往

工事履歴の確認とともに現場での注意深い観察と土木施工
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に伴う都市部での地質調査能力の向上も求められることに

なりました．

地質学雑誌は本学会の根幹をなす月刊学術誌であり，

2013年の第119巻もほぼ順調に発行されました．今年度は，

中国地方の新生界，構造地質学と応用地質学の接点，東北

日本の火山の長期活動評価，３次元地質モデルなどに関す

る特集が組まれました．Island Arcは，2013年１月の完全

電子化により紙媒体での配布が廃止された後も順調に発行

されています．今年度は高圧・超高圧変成岩とジルコン年

代学に関する特集が組まれました．同誌の新名称の公募を

行いましたが，従来の名称に愛着を示す意見が多く，名称

はそのままとすることになりました．

組織体制の充実としては，本学会に2012年末に環境変動

史部会が新たに設立され，この分野が活発化しつつありま

す．そして2013年末には新たに鉱物資源部会が設立されま

した．各賞や名誉会員の推薦，選考，授与も概ね滞りなく

行われていますが，2013年度の論文賞・奨励賞がゼロだっ

たのは残念であり，今後はこのようなことがないよう，

奮って推薦していただきたいものです．

普及活動に関しては，ジオパーク活動がさらに前進し，

最初の認定から５年で国内の世界ジオパークは６地域（隠

岐が新たに加わる），国内ジオパーク総数は33となり（三笠，

三陸，佐渡，四国西予，おおいた姫島，おおいた豊後大野，

桜島・錦江湾・とかち鹿追の８ヶ所が新たに加わる），飛躍

的に増加しつつあります．地学オリンピックも参加者が着

実に増加しており，今年度も世界大会で金メダル１，銀メ

ダル３を獲得しました．リーフレットや電子書籍などの新

しい企画も着実に進行しています．書籍出版では，本学会

編の日本地方地質誌（朝倉書店）が東北・四国を残すのみ

となっており，本年度中の刊行でシリーズが完結する見込

みとなりました．1950年代と1970年代の同シリーズは結局

完結しなかったので，３回目の同シリーズ（ただし当学会

編は初）が完結するのはめでたいことです．昨年完結した

当学会編のフィールドジオロジーシリーズ（共立出版）も

よく売れており，地球史年表も平凡社からの出版が決まり

ました．また，街中ジオ散歩などの地質の日の取り組みや

惑星地球フォトコンテストが定着し，「友の会」や若手会員

を主な対象とした情報交換サービス（SNS）「ちーとも」の

利用が増加しつつあります．本学会の一般向け広報誌「ジ

オルジュ」も順調に発行され，高い評価を得ています．

国内の関連業界や社会への対応としては，外部から本学

会への業務の依頼や委託に対応できる体制になり，その取

り組みが充実しつつあります．また，地質調査研修を春・

秋の２回実施しました．

地学教育に関しては，新指導要領実施に伴い，地学教員

採用が増加しつつあります．日本学術会議等が検討してい

た大学における地球科学教育の参照基準の提案書策定にも

協力しました．

2014年度の事業計画につきましては，今後の理事会にお

ける議論を経て策定するところですが，特に（1）防災，減

災に対する研究・教育，情報提供，社会への発信などの取

り組みの強化，（2）2014年鹿児島大会の成功，2015年信州

大会の準備と同年５月の地球惑星連合大会で米国地質学会

と共催で行う国際セッション及び巡検の準備，（3）和文・

英文学術雑誌のさらなる充実と日本地質学の成果を世界に

発信する書籍の刊行，（4）地質図記号などの国際標準化，

日本語の地質用語の標準の整備，（5）地学教員や地学の科

目を設置する学校を増加させ，地学教員，地学オリンピッ

クへの支援を強化する，（6）ホームページ，「ちーとも」，

「ジオルジュ」，リーフレット，フォトコンテスト，講演会

などを通じた社会への情報発信を強化，「県の石」やジオ

パークなどを通じたアウトリーチ活動の強化，（7）JABEE

や地質研修を含めた地質技術者教育の強化，（8）学会の組

織活動の全体的強化，特に部会活動の活発化，理事の役割

の強化，会員サービスの充実，若手やシニア人材の活用な

ど，（9）125周年に向け記念事業の準備を進める，（10）中

期ビジョンの答申を受けて学会の将来に関する議論を活発

化する，（11）新会員の獲得，会費納入の督促，学会出版物

の販売促進などによる学会の財政基盤の強化，などに努め

ていきたいと思います．

昨年はEGU（欧州地学連合），AGU（米国地球物理連合），

そして大韓地質学会など外国の学会を訪問する機会があり

ましたが，いずれも日本の学会より議論が活発で，「参加者

の口数が多い」と感じました．地質学は一人で自然と向き

合い，踏査・分析・実験によってデータを集め，沈思黙考

して現象の本質をつかむことが大切ですが，得られた成果

を発表し他人と議論することによって思わぬ展望が開け，

また不備や間違いに気づくこともあります．それこそが

「学会」の存在意義です．いわば，学会は学問の「市場」で

あり，優れた商品がたくさん売られている市場には自然と

多くの人が集まるようになり，そうなると自然に商品の質

も向上し量も増えていく，という好循環が生まれます．一

方，そこは対外的にその分野の実力が露見する場所でもあ

り，社会全体に対してその分野の成果をアピールする場に

もなります．しかし，基本は一人ひとりが自分の学問を

しっかりやること，そして他人がやっている学問に関心を

持ちそこから学ぶ態度を持ち続けることです．会員数の減

少が続く地質学会が増加に転じるためには，結局この基本

に立ち返るしかないと思います．今年も楽しく学問をやり

ましょう．本年の皆様のご健康とご健闘を願って，年頭の

あいさつといたします．

日本地質学会News 17（１） 3
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日本地質学会は，西日本支部の支援のもと，鹿児島大学

郡元キャンパスにおいて第121年学術大会（2014年鹿児島大

会）を2014年９月13日（土）～15日（月）に開催いたします．

巡検は期間中の９月13日（土）と，大会後の９月16日（火）

～18日（木）に開催する予定です．

2014年は大正３（1914）年に発生した桜島火山の大正噴

火から，ちょうど100周年にあたります．それまで名実共に

島であった桜島が，流出した溶岩により大隅半島と陸続き

になってしまいました．その後も桜島は1946年の昭和噴火

で溶岩を流出しましたが，1955年以降は南岳の山頂火口を

中心に爆発的な噴火活動を続けています．山頂火口の活動

は1985年をピークに徐々に低下しましたが，2000年代に入

り急速に沈静化しました．しかし2006年に昭和火口で噴火

活動が再開し，2009年以降は昭和火口の噴火活動が急激に

活発となり，年間爆発回数が800回を上回っています．その

ため毎日のように噴煙を見ることができますし，新しい火

山地形も大きくなってきました．しかし現在の噴火は小規

模な部類であり，甚大な被害は出ていません．大正噴火ク

ラスの大噴火が発生すると，さまざまな火山災害が発生し

ます．鹿児島大会では，一般向け講演会として２つの大噴

火（100年前の桜島の大正噴火と200年前（1813年）に諏訪

之瀬島火山で発生した文化噴火）を紹介し，火山防災を考

える講演を企画しています．また，学術シンポジウムとし

ては，九州が大陸だった頃の生物と環境について，古生物

と地質から見た九州の成り立ちを考えていくシンポジウム

を企画しています．巡検としては，８コースを準備してい

ますが，鹿児島県だけでなく熊本県から宮崎県の九州南部

のさまざまな地質を見ることができるよう準備を進めてい

ます．地質情報展は，従来通り，産業技術総合研究所地質

調査総合センターと共同し，開催準備を進めています．

多くの会員の皆様が鹿児島大会に参加いただき，研究発

表と議論，会員相互の交流と親睦が活発に行えるような環

境の整備を，準備委員会一同，全力で整えるべく努力して

おります．鹿児島大会の成功により学会活動の活性化と新

たな進展ができますように，皆様のご協力をよろしくお願

い申し上げます．

大会予告は，ニュース誌５月号を予定しております．

2014年鹿児島大会準備委員会

委員長　小林哲夫

事務局長　仲谷英夫

鹿児島大会ニュース

日本地質学会第121年学術大会
2014年 9 月13日（土）～15日（月）
西日本支部鹿児島大学にて開催

第121年学術大会は，西日本支部のご協力のもと，鹿児島

大学をメイン会場として2014年９月13日（土）～15日（月）

に開催されます．17年ぶりの九州での開催，しかも今大会

は九州新幹線と山陽新幹線の接続によって交通アクセスが

たいへん良くなった大都市鹿児島での開催であるため，多

くの参加者が見込まれます．多くのセッション開催を可能

にするよう，必要十分数の会場（部屋）を確保する予定で

す．ポスター会場については，近年のポスター発表重視の

方向を満たすスペースを確保します．

トピックセッションを下記要領で募集します．本大会も

前回同様，シンポジウムの一般募集はありません．シンポ

ジウムは鹿児島大会実行委員会および学会執行部が企画し

ます．

１．セッション概要
セッションは例年通り「レギュラーセッション」，「ト

ピックセッション」，「アウトリーチセッション」に区分し

ます．レギュラーセッションは前回の仙台大会と同じ24タ

イトルを予定しています（レギュラーセッションは３月下

旬に行事委員会が決定します）.

２．トピックセッション募集
トピックセッションは，広く地質学の領域に属し，これ

から新分野あるいは注目すべき分野になりそうな内容を扱

トピックセッション募集　締切2014年 3 月17日（月）
日本地質学会行事委員会
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うものとします．形式はレギュラーセッションと同じです

（口頭発表およびポスター発表：口頭発表は15分間で，進行

も15分刻み）．多くの参加者が見込まれる，魅力あるセッ

ションを積極的にご提案ください．締切後，行事委員会が

応募内容を慎重に検討し，最大８件程度のトピックセッ

ションを採択する予定です．

３．トピックセッションの招待講演
トピックセッションの招待招待には前回（仙台大会）と

同じルールを適用します．前回，ルールを大きく変更しま

したが，その背景については前回の募集記事（本誌16巻１

号）をご覧ください．

１）招待講演は１セッションにつき最大２名とし，会員，

非会員を問いません．世話人が「自分を招待する」こ

とは認めません．

２）発表時間（質疑応答を含む）は世話人が15分または30

分のいずれかを選択できます．なお，１人の発表者

（招待講演者を含む）が１つのセッションで口頭発表で

きるのは１件です．

３）招待講演者の選定理由とその裏付けとなる情報（セッ

ションテーマに関連した代表的な論文，著書等）が必

要です．

４）会員招待講演者が招待講演の他に非招待の発表を１件

申し込む場合，発表負担金はかかりません．さらにも

う１件（招待講演の他にセッションで２件）発表する

場合は負担金がかかります．

４．応募方法
トピックセッションを応募する会員は，次の項目内容を

日本地質学会行事委員会宛（main@geosociety.jp）にe-mail

でお申し込み下さい．

１）代表世話人（＝連絡責任者，会員に限る）の氏名

（和・英），所属（和・英），メールアドレス，緊急時

の電話番号

２）セッションタイトル（和・英）

３）共同世話人の氏名（和・英），所属（和・英），メー

ルアドレス

４）趣旨・概要（400～600字）

５）招待講演の有無

有の場合

5-1）招待講演者の氏名（和・英），所属（和・英），

会員/非会員の別

5-2）招待講演の発表希望時間（15分または30分）

5-3）招待講演者の選定理由（100～200字）

5-4）選定理由の裏付けとなる，セッションテーマに

関連した代表的な論文・著書等

６）他学協会との共催希望の有無，有の場合は名称

７）時間（原則半日（３時間）以内ですが，詳細はお問

い合わせください）

８）地質学雑誌またはIsland Arcへの特集号計画の有無

（できる限り特集号を計画してください）

９）その他（英語使用等）

５．採択方法
応募多数の場合や他セッションと内容が重複する場合，

行事委員会は学術的なインパクトや緊急度を考慮して採択

を決定します．採択されたトピックセッションはニュース

誌５月号（５月末発行予定）で公表し，講演募集を行う予

定です．演題登録（講演申込，講演要旨投稿）締切は７月

上旬を予定しています．

６．非会員招待講演者の参加登録費
非会員招待講演者に限り参加登録費を免除します（ただ

し要旨集は付きません）．

７．世話人が行う作業（7月）
代表世話人には，講演要旨校閲，講演順番決定などの作

業を７月中旬に行っていただきます（詳細は採択後にお知

らせします）．その期間，代表世話人は電子メールで添付

ファイルを送受信できるようにして下さい．野外調査や乗

船等で通信が制限される場合は，共同世話人（代理）にあ

らかじめ作業を依頼し，その旨を行事委員会に必ず報告し

てください．

ご不明の点があれば行事委員会（main@geosociety.jp）

までお気軽にお問い合わせください．
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職名及び人数　　助教　１名

所　 属　　島根大学大学院 総合理工

学研究科 地球資源環境学領域

担当専門分野　　環境地質学または自然災害

工学（総合理工学部担当を含む）

担当予定授業科目

大学院総合理工学研究科地球資源環境学

コースに関わる専門科目及び地球資源環境

学科に関わる専門科目，学科共通の演習・

野外実習及び共通教養科目．主な授業科目

以下の通りです．

大学院：地球資源環境学基礎，セミナー

Va

学部：地球科学基礎演習，地質図学演習，

地球科学野外実習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，地球資源

環境学外国語文献講読，卒業研究

任用予定年月日　　平成26年５月１日以降の

できるだけ早い時期

応募資格

・博士の学位を有すること．

・野外地質調査の教育を行う能力を有するこ

と．

・野外地質調査に基づいた研究を行う能力を

有すること．

・環境地質学分野または自然災害工学分野の

教育・研究・社会貢献が可能なこと．

提出書類

（1）履歴書（高校卒業以降，資格，学界・社

会活動を含む，写真貼付のこと）

（2）研究業績リスト：著書，学術論文（査読

の有無を区分），総説・解説，特許など

に区分，及び主要論文10編以内の別刷各

１部（コピー可）

（3）学会等における研究発表のリスト

（4）研究概要（2000字程度）

（5）教育に関する業績（教育経歴，教育方法

の実践・改善例，作成した教科書・教材，

教育上の能力に関する大学等の評価な

ど）

（6）教育・研究に対する抱負（2000字程度）

（7）その他特記事項（外部資金獲得状況,受

賞歴等）

（8）応募者について所見を求めうる方２名の

氏名及び連絡先

応募締切　　平成26年２月７日（金）必着

応募書類の送付先

〒690-8504 松江市西川津町1060

島根大学大学院総合理工学研究科長 服

島根大学大学院総合理工学研究
科地球資源環境学領域教員公募

教官公募等の求人ニュース原

稿につきましては，採用結果

をお知らせいただけますよう

お願い致します．

公募
マ：「東日本大震災からの復旧・復興と水環

境の再生に向けて」

見学会＜18日（火）12:30～17:20＞または＜

20日（木）＞宮城県内の下水道施設の被災状

況と復旧状況，干潟等の自然環境の変貌と回

復状況など

※詳しくは，学会HP（http://www.jswe.or.jp/

event/lectures/index.html）をご覧ください．

主催　日本アイソトープ協会

日本地質学会ほか　共催（予定）

会期：2014年７月７日（月）～７月９日（水）

会場：東京大学弥生講堂（東京都文京区弥生

１-１-１）

（1）内容：それぞれの研究分野において，専

門的な成果を得た放射性同位体，安定同位

体や放射線の利用研究，およびこれら利用

の基礎となる研究．少なくとも一部に未発

表の部分が含まれていること．

（2）発表者の資格：発表者の一人が本発表会

の主催，共催又は協賛学・協会の会員であ

ること．

（3）発表申込区：WEBサイト参照

（4）発表形式：口頭発表またはポスター発表．

（5）口頭発表時間：１件15分（発表12分，討

論３分）

（6）ポスター発表：１件の発表に展示パネル

（横115cm×縦170cm）１枚を用意します．

（7）申込方法：WEBサイト参照

（8）申込締切：2014年２月28日（金）

（9）講演要旨：口頭発表，ポスター発表とも，

１件につきＡ４判用紙１枚．

（10）講演要旨原稿締切：2014年４月11日（金）

（11）参加費：2,000円（学生は無料），要旨集

3,000円（消費税含む）

問合せ先

アイソトープ・放射線研究発表会事務局

日本アイソトープ協会

学術振興部　学術・出版課　須貝

〒113-8941 東京都文京区本駒込2-28-45

TEL：03-5395-8081 FAX：03-5395-8053

E-mail gakujutsu@jrias.or.jp

この他詳細は，http://www.jrias.or.jp/

を参照下さい．

第51回アイソトープ・放射線
研究発表会発表論文の募集

第48回日本水環境学会年会（主催：公益社

団法人日本水環境学会，共催：東北大学大学

院工学研究科，後援：宮城県，仙台市，一般

社団法人　宮城県下水道公社，公益財団法人

仙台観光コンベンション協会）は，2014年３

月17日（月）～19日（水）に，東北大学　川

内北キャンパス（仙台市青葉区）で開催され

ます．約700の一般講演，各種のセミナー，

見学会（以上，参加登録必要）のほか，参加

登録不要の無料の特別シンポジウム（基調講

演「水環境保全と防災」，パネルディスカッ

ション「水環境保全の新たな展開」）や，全国

環境研協議会研究集会，「水質計測・水処理技

術展2014（仙台）」にご参加いただけます．

水環境が抱える課題や対策にご関心のある

大勢の方のご参加を期待しております．

期日：2014年３月17日（月）～19日（水）３

日間，20日にポストツアー（見学会）あり

会場：東北大学　川内北キャンパス（〒980-

8576 仙台市青葉区川内41）

特別シンポジウム＜18日（火）14 : 30～

16:10＞参加登録不要（無料）．基調講演「水

環境保全と防災」 首藤伸夫氏（東北大学名

誉教授）．パネルディスカッション「水環境

保全の新たな展開」

懇親会＜18日（火）18：00～20：00＞：ホテ

ルメトロポリタン仙台

学生ならびに会員向けランチョンセミナー

（東北支部・関東支部共同企画）＜17日（月）

12:20～13:30＞テーマ：「水環境にかかわる

各種機関で働く女性たちとの懇談，交流」

学生向け企画ランチョンセミナー（産官学協

力委員会）＜18日（火）12:20～13:30＞テー

マ：「水環境ビジネスガイダンス～水環境の

仕事に携わりたい学生の皆さんへ～」

研究論文書き方セミナーランチョンセミナー

（編集査読部会）＜19日（水）12:20～13:30＞

テーマ：「水環境学会誌（原著論文編）への

論文投稿について」「研究論文の書き方につ

いて」

東北支部企画セッション＜17日（月）14:00

～17:15および18日（火）9:00～12:15＞テー

第48回
日本水環境学会（仙台）年会

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．
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部泰直

問い合わせ先

島根大学大学院 総合理工学研究科 地球資

源環境学領域

平成25年度領域長　入月俊明

TEL/FAX：0852-32-6457

e-mail：irizuki@riko.shimane-u.ac.jp

公募情報の詳細は，ht tp : / /www .g e o .

shimane-u.ac.jp/news/n015/koubo1312.pdf

鳥取県立博物館に寄贈された地学標本を整

理・登録し，目録を出版するための地学標本

専門員を下記のとおり募集します．

１ 募集内容

職種：非常勤職員（地学標本専門員）※地方

公務員法第３条第３項第３号に定める非常

勤職員

勤務場所：鳥取県立博物館（鳥取市東町２丁

目124番地）

採用予定者数：１名 ※試験の結果によって

は合格者がない場合があります．

職務内容

①当館に寄贈された古生物標本（軟体動物化

石・植物化石・魚類化石など）及び岩石標本

を整理・登録し，目録を出版するための業務

（標本の剖出・整形・整理・収蔵の作業，

データベース登録，同定の補助，目録作成の

補助など）

②その他，鳥取県立博物館の自然担当にかか

る業務（調査研究補助，教育普及活動，展示

など）

任用期間：平成26年４月１日～平成27年３月

31日（予定）

受験資格

（1）古生物学及び地質学に関する知識を有し

ている人（化石の剖出作業及び修復の経験

がある人が望ましい．）

（2）年齢，性別を問いません．

（3）地方公務員法第16条に該当する人（次の

いずれかに該当する人）は受験できません．

（4）日本国籍を有しない人については，活動

に制限のない在留の資格を取得している人

又は採用日の前日までにこの資格を取得す

る見込みの人に限り受験できます．（活動

に制限のない在留の資格：永住者，日本人

の配偶者等，永住者の配偶者等，定住者）

受付期間：平成26年１月15日（水）～２月７

日（金）（必着）

申込先・問い合わせ先：

平成26年度鳥取県立博物館
非常勤職員（地学標本専門員）

採用試験募集

鳥取県立博物館

〒680-0011 鳥取市東町２丁目124

電話（0857）26－8042

試験の内容，勤務条件・給与，提出書類等詳

細は，webサイトを参照して下さい

http://www.pref.tottori.jp/museum/homepa

ge.htm

公募結果

鹿児島大学大学院理工学研究科（理学系）

地球環境科学専攻地質科学講座助教公募

北村有迅氏（2014年１月１日採用）

す．

３．応募方法

公募要領に従い，府省共通研究開発管理シ

ステム（e-Rad）により応募を行ってください．

【担当】

消防庁消防技術政策室（千葉，西尾）

TEL  03-5253-7541（直通），

FAX  03-5253-7533

e-mail  y.nishio@soumu.go.jp

※公募概要は，http://www.fdma.go.jp/を参照

糸魚川ジオパーク協議会では，糸魚川ジオ

パーク地域を対象とした学術調査及び研究を

支援し，糸魚川ジオパークの学術資料の蓄積

を図るため，学生，若手研究者等を対象に調

査研究費の助成を予定しています．

■助成対象研究

・糸魚川ジオパークにおける地質・地形調査

研究

・地域振興及び地域経済にかかわる調査研究

・その他糸魚川ジオパーク協議会会長が助成

対象と認めた調査研究

■助成対象者

・大学またはそれに相応する教育研究機関に

おいて，研究・調査に従事している大学生，

大学院生，若手研究者等（グループによる

参加も可能）

・平成27年３月11日までに実績報告の提出が

可能な方

■助成金の額等

（1）助成金の額

・予算の範囲内で，１件あたり上限20万円

ただし，助成対象研究は，１助成対象者

につき１件とします．

（2）助成対象経費

・調査研究地までの交通費及び糸魚川市内で

の宿泊費（飲食費は除く）

・調査研究に係る事務経費

・その他糸魚川ジオパーク協議会会長が認め

た経費

（3）助成率　10/10

■その他

・詳細は，募集要項が決定次第掲載します．

（上記の助成対象・助成金額等については

あくまでも予定です．応募は2014年４月下

旬からの予定です．）

詳細は，http://www.geo-itoigawa.com/

sub/topics2013.html#387

2014年度糸魚川ジオパーク
学術研究奨励事業

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の推薦依頼をご

案内いたします．推薦ご

希望の方は，執行理事会

までお申し込み下さい．

「消防防災科学技術研究推進制度」は，消防

防災行政に係る課題解決や重要施策推進のた

めの研究開発を委託する競争的資金制度で

す．

平成26年度においては，「科学技術イノ

ベーション総合戦略」（平成25年６月７日閣

議決定），「世界最先端IT国家創造宣言」（平

成25年６月14日閣議決定），「日本再興戦略」

（平成25年６月14日閣議決定）等の政府方針

や消防防災行政における重要施策等を踏ま

え，下記のとおり研究開発課題を募集します．

消防庁では，本制度により得られた成果を，

消防防災の現場活動の高度化や消防法令上の

技術基準等，国民が安心・安全に暮らせる社

会の実現に活用していくこととしています．

１．募集期間

平成26年１月６日（月）～平成26年２月７日

（金）12時まで

２．対象とする研究開発課題

テーマ設定型研究開発：消防庁があらかじめ

テーマを設定したもの．１年間，２年間又は

３年間で，対象とする技術ごとに設定する目

標時期までに，所要の成果を達成出来る期間

を提案下さい．

テーマ自由型研究開発：テーマ設定を含め，

提案を受け付けるもの．原則１年間（実用化

や現場への導入について，消防機関のニーズ

が存在するものは２年間）

※平成26年度においては，テーマ設定型研究

開発を優先的に採択することとしていま

「消防防災科学技術研究推進制度」
平成26年度研究開発課題の募集



電子書籍「地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック」が出版されました．

「地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック」［Kindle版］
吉田　勝，天野一男，中井　均　編集
一般社団法人日本地質学会　発行　紙の本の長さ（目安）：約288ページ，価格:￥1,380，ISBN 978-4-907604-00-4

ご購入は，Amazon Kindleストアから<http://www.amazon.co.jp >
電子書籍は，Amazonが販売する電子ブックリーダー端末（Kindle）か，スマートフォン，
タブレットなどで読むことができます．

【目次】 はじめに/第１章　ジオツアーとガイドブック（城ヶ島たんけんマップ/日曜地学ハ
イキング/ヒマラヤのジオツアーとガイドブック/ヒマラヤジオエクス－ションで思ったこと）
/第２章 ジオパーク（室戸ジオパークと防災学習/山陰海岸ジオパークにおけるジオツアーと

博物館の役割/ジオパークにおけるツイッターの活用を考える/田淵ジオサイト（中・下部更新統境界の国際模式地
候補地）とジオパーク/ネパールヒマラヤのジオパーク計画）/第３章 地学オリンピック（日本地学オリンピック大
会に参加して－高校教員の記録－/国際地学オリンピック試験問題の特徴について/地学教育の国際動向をみる）

この本はまたハウツー本としての性格も持

つ．ツアーに参加するとして，どういう会社

にコンタクトを取ったらよいのか，撮影ポイ

ントの立入をどうやって許可してもらったの

か，そして共著をどうやって成功させるか

（！）などなど，実用的な情報が満載である．

ネット検索全盛の昨今でもこういう特殊かつ

信頼性が必要な情報は，本が良いと実感させ

られる．カメラ好きには中判フィルムカメラ

とデジタルカメラのどっちが良いのか，撮影

好きには空撮の計画方法などは有用な情報だ

ろう．

地質屋にはカメラ好き，写真好きが多い．

白尾さんのような写真が撮れればと思う地質

屋は多いと思うが，そういう人にとって，出

来るだけ無理せず最短距離で目標を達成す

る，白尾流写真術の一端を覗かせてくれるこ

の本はとても貴重だ．こんなに教えてもらっ

て良いのだろうかと私は思ってしまったが，

人間というのは欲深い．次回は，露出の設定

法，構図の決め方，レンズの選び方などにつ

いても，本を出していただければと思う御仁

も多いのではないだろうか．私もそうした本

は欲しい．ただ，幸いにして白尾さんとご一

緒する機会の多い私（証拠は本書のp144にあ

る）からは，こうしたことを伺っても，速や

かに上達するわけではない，と言っておこう．

さて，「地球全史の歩き方」の読者も初め

のうちは，そしてこの書評をここまでお読み

になって頂いたあなたも，「あの地球全史の

撮影も，結構簡単じゃないか」と思ってしま

うかも知れない．実際，この本はあっけらか

んとした，じつに白尾さんらしい，明るい気

持ちになる本である．しかし，あとがきを読

むとはじめてそればかりではないと言うこと

に気付かされる．そこには，語られなかった

労苦，自分自身との戦い，十年の歳月が，

あっさりとだが書かれている．あっさり，だ

が白尾さんの万感の思いも伝わってくるので

ある．やっぱり凄かった，「地球全史」，なの

である． （萬年一剛）

12人のカスタマーレビューがついて「おすす

め度」は星５つを獲得するなど，純粋な地質

分野の本としては珍しい広範囲にわたる反響

を得て，ちょっとしたセンセーションと言っ

て良い成功を収めた．この「地球全史」がど

うやって撮影されたのか？　新刊「地球全史

の歩き方」は，その疑問に答えてくれる．

この本の性格は，まずは紀行であると言っ

て良いだろう．「地球全史」の写真はあまり

に凄いので，なんとなく寄りつけないような

秘境で撮影されたような印象を，写真集から

は受けてしまう．確かに，アフリカ・ジブチ

のアファー三角帯などは，秘境と言って差し

支えない．が，これも一応ツアーである（一

応，としたのはなかなか凄いツアーだからで

あるが，詳しくは本書をお手にとられて確認

されたい）．

写真集のための撮影行といっても，一人で

撮影だけの旅を一からプランニングしたわけ

では無いものが多い．例えばアイスランドの

写真は国際学会の巡検に参加して撮影された

（巡検の合間でも，写真集に載せるレベルの

写真は撮れるという励みとしてとるか，ある

いは彼我の技量の差を思い知らされるか，と

りようはいろいろだが，前者を取りたいとこ

ろである）．本書は全12章で，それぞれの撮

影行を紹介しているが，多くは，一般的な観

光地ではないと言うだけで，旅慣れていれば

到達は不可能ではないところが多い事に気付

かされる．

そうは言っても事件はある．忘れ物をする，

お金のことで後味の悪い思いをする，尾てい

骨を折る，肝心のカメラが使えなくなる，な

どなど．旅をすればトラブルはある．トラブ

ルはイヤだ．しかし，意外な出会いがあるの

も旅である．たとえば，白尾さんが旅先で出

会った大学院生は，2014年から６ヶ月間，国

際宇宙ステーションに滞在することになった

そうだ．宇宙飛行士と知り合いになるなんて，

普通の生活をしているかぎり，あり得ないだ

ろう．
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紹　介

地球全史の歩き方

白尾元理　著

岩波書店，2013年４月10日発行，四六

判・上製・カバー・206頁，ISBN978-4-00-

006248-0 C0044，定価 1,995円（本体

1,900円＋税５%）

写真家・白尾元理氏が地質学者・清川昌一

氏と強力タッグを組んで2012年春に出版した

渾身の写真集「地球全史」（岩波書店刊）．こ

の本は，作家の池澤夏樹氏が週刊文春の書評

コーナーで絶賛し，Amazon.co.jpでは年内に
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2012年１月21日より施行された改正鉱業法では，「鉱物の探
査」行為に関する許可制度が新設されました．資源開発や科学
的調査などの目的に関わらず地震探査法や海での電磁法などが
許可申請の対象となるとのことですので，ご確認ください．

「鉱物の探査に係る許可申請について」
資源エネルギー庁からの連絡文書

平成25年12月12日
日本地質学会御中

資源エネルギー庁資源・燃料部政策課

鉱業法第100条の２に基づく鉱物の探査に係る許可申請について

（前略）
さて，ご承知のとおり，平成24年１月21日より改正鉱業法

（以下「法」という．）が施行されております．今回の改正にお
いては，昨今の資源需要の拡大やグローバリゼーションの状況
を踏まえ，国内資源の適正な管理の観点から，鉱物の探査に係
る許可制度が新たに創設されました．
当該制度では，鉱物資源の開発，科学的調査などの目的の如

何に関わらず，鉱業法に定める方法による探査を行う場合，法
第100条の２に基づき，経済産業大臣に申請をし，許可を受け
る必要がございます．
また，これに違反した場合は，法第100条の６に基づき，違

反行為に係る作業の中止，違反行為に係る探査に使用した装置
もしくは物件の除去又は現状の回復をしていただくとともに，
法第143条に基づき５年以下の懲役もしくは200万円以下の罰金
または併科となる場合がございます．
このような規制が新たに導入された本来の趣旨は，学術や研

究目的の探査を行おうとする研究者等の皆様の行為を抑制する
ことではなく，あくまで不法に探査活動を行う者を取締り，我
が国の国内資源の適正な管理を行うためでございますので，貴
会におかれましては，上記について何卒ご理解賜るとともに，
学会誌等を通じて貴会所属会員等に対して可能な限り周知して
いただきますよう，お願いいたします．
本制度について御不明な点や，許可申請の要否等について，

ご質問等がございましたら，下記問い合わせ先までご相談くだ
さい．

［問い合わせ先］
資源エネルギー庁資源・燃料部政策課

矢島・鹿嶋・花津
電話番号　03－3501－2773

鉱物の探査の許可（第100条の２）
鉱物の探査（鉱物資源の開発に必要な地質構造等の調査（鉱

物の掘採を伴わないものに限る．）であって，地震探鉱法その
他一定の区域を継続して使用するものとして経済産業省令で定
める方法によるものをいう．以下単に「探査」という．）を行
おうとする者は，経済産業大臣に申請して，その許可を受けな
ければならない．

※　鉱業法における探査許可制度は国内資源の適正な管理の観
点から，目的（鉱物資源の開発，科学的調査）の如何に関わら
ず「行為」によって規制しているため，経済産業省令で定める
方法に該当する探査は全て許可申請の対象となる可能性があり
ます．該当するか否かに関して御不明な場合はご相談ください．

「経済産業省令で定める方法」とは…
○地震探査法：人工的に振動を起こすことで地震波を発生さ

せ，その反射波を検知する方法．
○電磁法：電磁波を海底面近くで発生させ，生じた電磁場の変

化を検知する方法．
○集中的サンプリング探査法：底質を収集する機器を用いて，

底質を集中的に収集する方法．

改正鉱業法に基づく探査に係る
許可申請について

表紙紹介

アラブ首長国連邦（UAE）には世界でも有数の巨大油
田が多数分布しており，それらを構成する白亜系炭酸塩
貯留岩の一部はオマーン北部の山岳地帯に広く露出して
いる．表紙写真はオマーンで最も高い山（標高3,009 m）
として知られるJabal Shams（アラビア語で「太陽」の
意味）の標高差約1,000 mに達する断崖で，別名「オマー
ンのグランドキャニオン」とも呼ばれている．思わず息
を呑む断崖の頂部からは，白亜紀を通じてアラビアプ
レート上で堆積した炭酸塩プラットフォーム堆積物の連
続層序を一望することができる．断崖は階段状になって
おり，貯留岩相当層はやや突き出た垂直な崖を形成し，
その上下の帽岩相当層（油の上方移動を妨げる浸透率の
低い地層）は相対的に風化に弱く，斜面となっているの
が分かる．驚くべきことに，この堆積シーケンスは数百
km離れたUAEの地下深部に分布する油田のそれと一目
で対比可能である．地下深部に広がる油田の地質断面を
実際に目で見ることは出来ないが，陸上の露頭で貯留岩
相当層の層序や岩相の側方連続性，断層・フラクチャー
の空間的広がりを観察することにより，油田の３次元地
質モデルを構築する際のヒントやアイデアを得ることが
出来る．
裏表紙は，浅海性炭酸塩プラットフォーム堆積物のク

ローズアップ写真である．写真（上）は，同じくJabal
Shamsの上部白亜系Natih層の層理面に発達するフラク
チャーネットワークで，写真（下）はJabal Shamsの東
に位置する涸川の谷，Wadi Mu’aydinの下部白亜系
Lekhwair層に発達する生物擾乱である．ドロマイト化し
た浸透率の高い充填堆積物（赤褐色部）の一部はカルサ
イトセメント（白色部）で置き換わっている．

白亜系炭酸塩貯留岩の露頭アナログ
Outcrop analog of the Cretaceous carbonate reservoirs

写真・文：山本和幸（国際石油開発帝石株式会社）
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私は関西電力大飯原子力発電所が完成する前の1973～74年
に，横浜国立大学の卒業論文研究のために，同発電所敷地内を
含む大島半島とその周辺地域の地質調査を行った（図１）．
2012年秋から始まった原子力規制委員会の有識者会合による大
飯原子力発電所敷地内の破砕帯調査の過程で，原子炉の裏山の
北に位置する台場浜西部のトレンチ調査で出現した断層につい
て，有識者会合の委員の間でこの地層のずれを活断層の運動に
よるとする見解と地すべりによるとする見解が出て，衆人環視
の中で激しい議論が行われたことは記憶に新しい（「原子力規
制委員会　有識者会合　大飯」でウェブ検索すれば，そのビデ
オと議事録が見られる．2012年11月４日の会合）．そこでは，
トレンチ法面の段丘堆積物の下に露出した基盤岩が蛇紋岩だっ
たので，「蛇紋岩は軟弱で滑動しやすい」という一般論が地す
べり説の一つの補強材料になっていた．私自身はそのトレンチ
を観察したことがなく，隔靴掻痒の感があるが，40年前の学生
時代の地表観察結果に基づき，この蛇紋岩の地質学的性格と意
義についての知見を述べて有識者と地質学会会員諸氏の参考に
供したい．なお，大島半島とその周辺の地質の概略については，
既公表の拙著解説文を参照されたい（石渡2001，2006，2012，
石渡・中江2001）．
台場浜の超苦鉄質岩は広川・黒田（1957）が「コートラン

ダイト」と呼び，Ishiwatari（1985）が「貫入かんらん岩
（intrusive peridotite）」と呼んだもので，自形かんらん石が単
斜輝石，斜方輝石，角閃石に包有されるポイキリティック組織
を示し，スピネルや金雲母を含む．各鉱物の分析値を表1に示
す．同じ岩石は大飯原発南方の宮留の北にも分布し（図１），
Ishiwatari（1985）には標本番号210としてその鉱物分析値が掲
載されている．この岩石は，宮留においても台場浜においても

斑れい岩を伴い，斜長石の増加によって斑れい岩に移り変わる．
台場浜では，この超苦鉄質岩・斑れい岩複合岩体は幅約100 m
の北東―南西方向の岩脈状に黒色頁岩・玄武岩・輝緑岩などを
貫いて分布しており，その内部では大きく見て南東部に超苦鉄
質岩，北西部に斑れい岩が分布し，両者はN70 E゚，45゜Nの断
層で接する（図１）．南東部の超苦鉄質岩は浜沿いに33 mにわ
たって露出し，その中央部は比較的新鮮で火成鉱物がよく残存
するが，斑れい岩から１mと黒色頁岩から８mの両縁部は著し
く破砕され蛇紋岩化している．斑れい岩にはN50 E゚，40 N゚方
向の層状構造が発達し，閃緑岩～巨晶閃緑岩質の層も見られる．
そして，北西側の頁岩との境界付近には再び厚さ３m以下の超
苦鉄質岩が見られ，超苦鉄質岩中にも斑れい岩中のものと平行
な層状構造が存在する（図２）．両者の境界は，ここでは漸移
的である．この北西側の超苦鉄質岩と頁岩との境界は非常に入
り組んでおり，超苦鉄質岩が頁岩中に枝状に入り込んでいて，
境界から数m以内の黒色頁岩は白色のホルンフェルス（接触変
成岩）に変化している（図２）．これらの証拠は，超苦鉄質
岩・斑れい岩複合岩体がマグマとして頁岩中に貫入したことを
示している．
この複合岩体の南東側の境界は台場浜トレンチやその周辺の

ボーリング調査によって追跡され，南東側に凸な湾曲した曲線
をなして西側の海岸へ抜けるらしく，上述の海岸沿いの観察結
果と同様に，境界沿いには破砕帯が発達していて蛇紋岩化が著
しいようである（原子力規制委員会2012b；前半p. 37までが台
場浜関連，p. 23～24に蛇紋岩の分布推定図がある）．台場浜ト
レンチで下末吉相当の段丘堆積物を切る断層（N２ W゚，46 N゚）
は輝緑岩との境界から５mほどの蛇紋岩中に続いている．南東
側の頁岩（及び玄武岩・輝緑岩）側には接触変成帯が欠如して
おり，もともとの貫入境界や接触変成帯を含む幅数m以上の境
界部が，現在の地表露頭やトレンチ断面では断層運動によって
失われていることを示唆する．これが地すべりや活断層の運動
によって失われたとすると，かなりの距離（10 m以上）のず
れを考える必要があるが，古い時代の断層運動によって既に失
われていた可能性が大きい．いずれにしても，台場浜の超苦鉄
質岩・斑れい岩複合岩体の北西側と南東側の境界の状況が，ど
ちらも境界に超苦鉄質岩があるにもかかわらず，北西側では火
成貫入境界，火成層状構造，接触変成帯がよく保存されている
のに対して，南東側は超苦鉄質岩が著しく蛇紋岩化し，蛇紋岩
自体や周囲の岩石との境界が著しく破砕され，周囲の岩石には
接触変成帯が欠如するというように，超苦鉄質岩・斑れい岩複
合岩体の両側で状況が対照的に異なることがおわかりいただけ
たと思う．
超苦鉄質岩だからどれも蛇紋岩化している，超苦鉄質岩は常

に軟弱な岩石だ，というわけではなく，蛇紋岩化され破砕され
るにはそれなりの理由がある．地球上には，北海道の幌満かん
らん岩体のように蛇紋岩化が非常に軽微で，マントル岩石がそ
のまま地表に露出している超苦鉄質岩体もある（解説と文献は
高橋・石渡（2012）を参照）．一方，大島半島南部の大島超苦
鉄質岩体では，岩体の南縁を限る衝上断層に沿って幅100 m程
度にわたってかんらん岩が著しく蛇紋岩化し，岩体中央部を東
西に貫く断層及び岩体北縁の断層に沿ってもかなり蛇紋岩化し
ているが，それ以外の部分ではかんらん岩の鉱物がよく残存し
ている（石渡, 2006，石渡・中江2001，Ishiwatari 1985）．大飯
原子力発電所から１kmほど南東の待ちの山超苦鉄質岩体では，
岩体全体が礫岩状に破砕され，特に南東縁の衝上断層沿いにこ
れと平行な破砕帯が発達していて蛇紋岩化が著しいが（小森・

福井県大島半島北部，台場浜の蛇紋岩について

石渡　明（東北大学東北アジア研究センター）

図１．大島半島北部の概略的な地質ルートマップ．1973-74年の石

渡の調査に基づく．図2の位置を□で示す．①～④は大飯原子力発

電所の１号炉～４号炉の大体の位置を示す．３・４号炉西側の破砕

帯については原子力規制委員会（2012a）を参照．なお，「輝緑岩」

はJISにない古い用語であり，現在は「粗粒玄武岩」，「結晶質玄武

岩」などと言い換えられているが，ここではもとの調査資料に従い

輝緑岩とする．



日本地質学会News 17（１） 11

道林2011），礫状部の中心ではもとのかんらん岩がよく残存し
ている．台場浜の超苦鉄質岩も，一部にかんらん石などの火成
鉱物が残存している．このような状況から考えると，台場浜西
部の超苦鉄質岩・斑れい岩複合岩体の南東側の境界は，活断層
や地すべりなどの新しい動きが生じる以前から（おそらく夜久
野オフィオライトが付加体に衝上した時期の）断層境界であり，
そのために蛇紋岩化が著しく，破砕帯が発達していたものと考
えられる．このことは，問題の地層のずれが地すべりか活断層
かということと直接の関係はないが，ずれている「蛇紋岩」が
どういう起源の岩石であるかは関係者に知らせておくべきだと
思い，ここに一文を草した次第である．
ところで，この文章はもっと早く執筆すべきであったが，私

の研究室が入っている建物の震災復旧工事のために，研究資料
を１年間以上遠隔地の倉庫に入れたままにして避難生活をして
いたため，過去の資料を参照しての準備ができなかった．最近
ようやく工事が完了し，研究室が元の状態に復旧したので，よ
うやく自分の調査資料を参照できるようになった．その点，ご
寛恕いただきたい．

文献
原子力規制委員会（2012a）大飯発電所敷地内破砕帯の調査に
関する有識者会合 事前会合における配付資料「参考資料
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年11月４日第１回評価会合，参考資料１．
https://www.nsr.go.jp/committee/yuushikisya/ooi_
hasaitai/data/0002_02.pdf

原子力規制委員会（2012b）大飯発電所敷地内F－６破砕帯の
追加調査－有識者会合（11/２，11/４）を踏まえた報告
（関西電力（株））．2012年11月７日配布資料　大飯・現調
３-１．
https://www.nsr.go.jp/committee/yuushikisya/ooi_
hasaitai/data/0003_01.pdf
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石渡 明・中江　訓（2001）福井県若狭地方の夜久野オフィオ
ライトと丹波帯緑色岩．日本地質学会第108年学術大会
（金沢）見学旅行案内書，p. 67-84．

小森直昭・道林克禎（2011）夜久野オフィオライト待ちの山超
マフィック岩体南部断層境界に発達したブロックインマト
リックス構造．静岡大学地球科学研究報告，38，21-26．
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図２．台場浜西部の露頭スケッチ．超苦鉄質岩・斑れい岩複合貫入

岩体の北西側の黒色頁岩との接触部の状態を示す．超苦鉄質岩が枝

状に頁岩中に入り込んでおり，境界に沿って接触変成岩（白色ホル

ンフェルス）が形成されていて，岩体内部にはマグマ固結時に形成

された層状構造がよく保存されており，それらの特徴が欠如する南

東側の境界とは著しく異なる．

表１．台場浜の貫入かんらん岩の鉱物分析値（標本番号551a，地

点番号734）．石渡の博士論文（1981，英文，東京大学大学院理学系

研究科）より．スピネルは変質していて分析できなかった．宮留北

方の同種の岩石の分析値はIshiwatari（1985）に標本番号210とし

て掲載されているが，どの珪酸塩鉱物も551aとよく類似した化学

組成である．

重量％ 斜方輝石 単斜輝石 角閃石  金雲母  かんらん石

SiO2 54.91  52.09  44.96  39.86  

TiO2 0.26  0.60  3.77  3.39  

Al2O3 0.35  2.11  7.36  14.04  

Cr2O3 0.21  0.77  0.66  0.65  

FeO 11.75  4.78  7.63  6.88  

MnO 0.35  0.17  0.15  0.04  

MgO 31.00  16.94  18.78  22.25  

CaO 1.07  22.65  11.12  0.03  

Na2O 0.05  0.38  2.97  1.47  

K2O   0.31  6.91  

計 99.95  100.49  97.71  95.52  

酸素数 6     6     23     22     

陽イオン数     

Si 1.954  1.909  6.535  5.649  

Ti 0.007  0.017  0.368  0.361  

Al 0.015  0.091  1.260  2.346  

Cr 0.006  0.022  0.076  0.072  

Fe 0.350  0.147  0.928  0.816  

Mn 0.011  0.005  0.018  0.005  

Mg 1.644  0.925  4.068  4.701  

Ca 0.041  0.889  1.730  0.005  

Na 0.003  0.027  0.836  0.405  

K   0.057  1.249  

計 4.031  4.032  15.876  15.609  

Mg# 0.824  0.863  0.814  0.852  0.825（6）

Mg#=Mg/（Fe+Mg）．かんらん石の分析値の最小桁の標準偏差を

（  ）内に示す．
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地質学雑誌の現状

地質学雑誌編集委員会　委員長　山路　敦

邦文学術誌はどれも投稿原稿が長期的に減少傾向にあって，大なり小なり困難な状

況にあるようです．地質学雑誌も例外ではありません．この状況をまずご説明し，編

集委員会で議論している，それへの対応についてご紹介したいと思います．

投稿数が減少している理由としては，次のことが挙げられるでしょう．まず学会会

員数の長期的減少とともに，投稿数も減少することは必然です．地質学の専門分化に

ともない邦文学術誌が創刊され，投稿先が分散してもいます．また，研究業績の評価

で邦文誌掲載論文が軽視されがちであるために，原稿が国際誌に流れる傾向にありま

す．さらにまた，研究者が研究に割く時間が減少していることです．実際，法人化に

よって大学では管理運営に割く時間が大きくなり，また，授業の充実が厳しく求めら

れるようになっています．

編集委員会では，特集号の企画立案や通常号の原稿の執筆を，機会のあるごとに促

しています．しかし執筆を促すということは，会員諸氏に努力を求めるということで

あり，上に列挙した困難な条件のもとでは，応じていただくにも限りがあります．この状況が続けば，毎月発刊という，

半世紀続く伝統が維持できなくなるでしょう．

これら困難な条件のもと，投稿数の減少にどう対応するか考えるため，次に邦文学術誌としての地質学雑誌の役割を

整理します．地質学雑誌は，会員諸氏をはじめ一般国民に対して，これまで３つの面から貢献してきました．第一に，

国土に関する情報を，査読者諸氏のご協力により，高いレベルで提供すること．第二に，先端的地質学に触れることが

できる環境を維持し，整えること．第三に，研究成果の発表と討論の場を会員諸氏に提供することです．第一のことは，

それ自体が科学的に意義あることですが，それに加え，土木・災害・環境など応用面で基礎的データを，地質学を専門

としない方々も容易に利用できるよう，母国語で提供する役割があります．また，本会会員の地質学の研究・応用・教

育事業を発展させることにとどまらず，地質学の科学的・応用的考え方を，国民が容易に理解できる環境を整備してき

ました．明治のはじめ，日本語では地質学的なことを考えることすらできなかったのに，今それができるのは，本誌を

はじめ地学系の各誌が日本の社会に対してこれまでなしてきた貢献の成果です．そうした日本語の環境を維持発展させ

ることは，国際誌には担うことのできない邦文学術誌の大切な使命です．防災・資源開発・環境問題などに関連して，

ますますこの使命は重要になるでしょう．

それでは，編集委員会がここ10年あまり，どんな対策をとってきたでしょうか．まず，地質学論集を廃止して，本誌

に特集号として取り込みました．例えば好評を得た東日本大震災の特集号は，当委員会が立案したものです．また，原

稿のカテゴリーとして「報告」を新設し，投稿の受け皿を拡げました．さらにまた，掲載論文をインターネットで公開

し，広く閲覧・利用していただけるようにしました．

そこで編集委員会では，隔月間への移行を考える前に，邦文学術誌としての使命を果たしつつ，投稿原稿を少しでも

増やすことができるような，新たな手立てを議論しています．査読のあるレベルの高い学術誌というステイタスを維持

しつつ，今まで以上に地質学雑誌を手にとっていただけるようにする手立てです．近いうちに詳細をお知らせすること

ができると思います．

会員の皆様には，まずはこれまで通り，通常号への投稿および特集号の企画提案をお願いいたします．

訃　報

次の方々が逝去されました．謹んで哀悼の意を表します．

名誉会員 北川芳男（2013年12月９日） 正会員 南里宗広（2011年６月15日）
西澤徳雄（2013年８月７日）
大庭　昇（2013年６月26日）

※ニュース誌には随時追悼記事を掲載しています．故人にご縁ある方などで，原稿をご執筆頂ける
方は，事務局までお問い合わせ下さい．
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2013年８月下旬，関東支部は地質調査の基礎的な訓練を，京
都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻地質学鉱物学教室地
球生物圏史分科の御支援・御指導のもと，東京大学千葉演習林
清澄宿泊施設を宿舎として実施しました．
参加者全員がひとつ屋根の下で寝起きしながら，起きてから

寝るまで地質調査尽くしです．昼間は現場でみっちり地質調査
のイロハをしこまれ，夜はその日歩いたルートに関する説明を
聞きながら墨入れの作業です．その日歩いた部分の柱状図作成
ができるまでは寝られない（寝かせない）ので，教える側も教
わる側も真剣です．宿舎付近は清澄寺と数件の民家がある他は
外界から遮断されており（里までは車で15分），修行という言
葉の似合う５泊６日でした．
８月下旬は夏の終わりということもあり，宿舎や現場は山の

中なので涼しいことを期待していたのですが全くそういうこと
はなく，全身汗だくになりながらの実習だったのです．しかし，
参加者は誰一人としてリタイアすることなく堂々と実習をやり
ぬきました．その後，10月後半に再度集まって，実習後のまと
め作業（断面作成・ステレオネットの操作訓練）を行い，無事
修了証を手渡すことができたのは主催者として大変うれしいこ
とです．参加した学生諸君は今後ひるむことなくフィールド調
査にでかけていくことができると確信しております．
開催にあたり，京都大学の山路敦教授，成瀬元准教授，佐藤

活志助教など地球生物圏史分科研究室の方々から多大なるご支
援を受けました．また，東京大学千葉演習林の方々にも実施に
あたりご協力をいただきました．まとめ作業時には日本大学文
理学部実験室をお借りできたので大変効率よくすすめられまし
た．以上の方々のご支援で，ほぼ10年ぶりに再開された関東支
部主催のフィールドキャンプを成功させることができました．
ここに厚く御礼申し上げます．

（支部幹事：河村知徳 石油資源開発（株））

☆関東支部
報告

清澄フィールドキャンプ実施報告

支部コーナー

＜参加者の感想＞
地質学に興味があり，野外地質調査についても学びたいと

思っていました．フィールドを一人で歩けるようになりたいと
いう目標があり，今回の実習への参加を希望しました．
はじめのうちは位置確認や走向傾斜の測定もままならず，た

だひたすらついていくだけで精一杯でしたが，実習後半になる
と走向傾斜の測定や地図の見方にも少しずつ慣れてきて，次の
露頭を探す余裕もでてきました．先生方がかなり丁寧に導いて
くださったものの，自分で歩いて一つ一つ調べて記録していく
過程は，案内者の方が案内してくれる巡検とはまた違ったおも
しろさがありました．夕食後のまとめ作業も，地図への記載の
仕方，柱状図の描き方等，きっちりできるまでご指導くださり
勉強になりました．知らないこと，できないことばかりで，自
分の勉強不足，力量不足を痛感した６日間でしたが，それと同
時に今後やるべき課題も見つかった大変有意義な経験となりま
した．今後はこの実習で学んだことを実践するともに，さらに
経験を積んでいきたいです．

（神谷奈々 日本大学文理学部３年）

メンバー集合写真（実習最終日の夕方に撮影）

左より神谷（日本大），飯島（筑波大），澤部（専修大），伊藤（関

東支部支部長），秋山（日本大），河村（関東支部幹事），加藤（関

東支部幹事）

地学関係の受賞：JSEスチール賞
「縞状鉄鉱層の形成過程」本松千波さん
（千葉県立薬円台高等学校３年）

詳しくは，http ://www.asahi .com/
shimbun/jsec/

JSEC2013：地学関係の発表が入賞しました

2013年12月７日-８日に，第11回高校生科学技術チャレンジ
（JSEC2013；朝日新聞主催，日本地質学会後援）の最終審査会
がありました．審査の結果，ファイナリスト30研究から各賞の
受賞者が決定し，表彰式が行われました．受賞者は，来年５月
にカリフォルニアで開かれる国際大会に派遣されます．

地学教育のページ

地
学
教
育
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はじめに
2013年５月31日から６月２日の日程で，第８回花崗岩若手の

会，飛騨帯巡検が行われました．大学院生を中心とした19名の
参加者とともに，案内者に加納隆先生をお招きし，岐阜県神岡
地域を中心に飛騨帯花崗岩類や片麻岩類の観察を行いました．
同時に，九州大学の竹原真美さんから，堀江憲路さん（国立極
地研究所）と測定された飛騨片麻岩のジルコンU-Pb年代も紹
介して頂きました．お二人の案内を通して，飛騨帯全体の形成
史を明らかにする上で，野外調査を基礎とした同位体年代学的
な研究が如何に重要であるかを知ることができ，有意義な時間
を過ごす事ができました．
この巡検で何を観察し，議論し，学んだか，以下にその詳細

を報告します．

参加者
竹原真美，山崎由貴子（以上，九州大学），加納隆（山口大学
名誉教授），小泉奈緒子，菅森義晃（以上，大阪市立大学），天
野早織，河上哲生，東野文子（以上，京都大学），町澄秋（金
沢大学），天藤寛子（信州大学），谷健一郎（海洋研究開発機構），
井形瑛梨，宇野正起，鈴木和恵（以上，東京工業大学），金丸
龍夫，高橋正樹，和田絵里香（以上，日本大学），隅田祥光
（明治大学），名取孝人（東北大学）

概要
飛騨帯，特に神岡地域において，加納先生の詳細な野外調査

により「片麻岩の原岩に関する問題」と「花崗岩の貫入関係・
区分の問題」が明らかにされてきました．今回の巡検では，そ
の問題に対してどう考えてこられたのか，鍵となる宮川・高原
川流域の露頭を巡りました．また夜の宿泊施設では，案内者や
参加者有志を講師に迎えた勉強会を行いました．

院生コーナー

天藤寛子
（信州大学大学院　理工学系研究科修士課程2年）

第 8 回花崗岩若手の会　飛騨帯巡検報告

５月31日：飛騨帯を構成する片麻岩類と累帯花崗岩体
初日は富山市内から宮川沿いを南下しつつ，飛騨片麻岩類を

構成する縞状片麻岩やミグマタイト質花崗岩，また眼球状片麻
岩とそれらを貫く累帯花崗岩体を観察していきました．途中の
ミグマタイト質花崗岩の露頭では，縞状片麻岩部分を優白色の
脈が複雑に切っている様相を確認しました（写真１）．どの脈
がどのような順番で切っているのか，どんなに丁寧に見ても判
断することができない程の複雑さです．竹原さんの説明による
と優白色脈は，約180 Maのものと約240 Maのもの，２種類確
認できたそうです．この露頭では複雑な地質現象もさることな
がら，加納先生と竹原さんが熱心に議論されている様子が非常
に印象的でした．

６月１日：神岡周辺の斑れい岩と伊西ミグマタイト（原岩問題）
飛騨片麻岩類の原岩を堆積岩だけで考えると，納得のいく地

質図が描けない，とのことでご案内頂いたのがこの日の露頭で
す．まず，神岡鉱業前の船津橋下で角閃石の巨晶（長さ30 cm
と驚異的な大きさ）や，丸みを帯びた斜長石を含む縞状の斑れ
い岩を確認しました．その後，別露頭で同様の斑れい岩がミグ
マタイト中にブロックとして取り込まれている様子も観察しま
した．これらから片麻岩類の原岩の一部として，斑れい岩類も
存在していたことが分かりました．さらにその小谷露頭ではミ
グマタイトに接するような形で，様々にブーディン化した石灰
岩（マーブル）が存在していました．石灰岩の存在から周囲の
片麻岩の原岩は堆積岩とも考えられますが，このように大きく
流動化した石灰岩は異地性であると考えられ，ともすれば周囲
の片麻岩の原岩は必ずしも堆積岩である必要はなくなります．

６月２日：船津花崗岩体と下之本花崗岩体（花崗岩問題）
３日目はピンクカリ長石を含む変成した花崗岩を主とした船

津“岩体”と，トーナル岩を主とした非変成の下之本“岩体”
の関係を決定づける露頭へと向かいました．これらは従来の飛
騨帯花崗岩類の区分において，下之本“型”（≒トーナル岩）
と船津“型”（≒花崗岩）として扱われていたものです．いく
つかの露頭ではトーナル岩質な岩体に脈状の花崗岩が貫入して
おり，下之本型が早期，船津型が後期と考えられていました．
しかし３日目に観察した露頭では，従来の考え方とは逆の，花
崗岩が非変成のトーナル岩に切られた関係が認められました．
この矛盾から，加納先生は早期・後期に関わらず各々の時代で
トーナル岩質から花崗岩質までのバリエーションがあったこと
に気づかれ，岩質だけでは区分すべきでないと考えたようです．
そして岩体区分を整理したところ，飛騨帯の花崗岩類は，変
成・変形作用を被った岩体と，それよりも新しい時代に貫入し
た非変成の岩体とに区分することができ，前者を船津岩体，後
者を下之本岩体とした，とのことでした．岩質や一つの露頭の
産状だけで全てを結論づけるべきでないこと，変成作用を被っ
ているか否かや岩相分布，年代値を加味しながら総合的に前後
関係を決定していくことが重要であることをお教え頂きまし
た．

勉強会
加納先生からは飛騨帯に関する，ご自身の壮大な研究史とと

もに，最近完成された，手書き，手塗りの飛騨帯全体の地質図
をご披露いただきました．また，竹原さんからは飛騨帯の片麻
岩類，花崗岩類から得られたジルコンのU-Pb年代値のまとめ
をご講演頂きました．これらの講演は巡検内容の理解を深める
もので，大変勉強になりました．さらに加納先生と竹原さんと
の議論はますます深まり，これから飛騨帯の年代測定を実施し
ていく上で，どこの試料が重要かを明確にされていました．

写真１：加賀沢露頭での集合写真
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学会オリジナルフィールドノート　好評発売中！

名入れサービス承ります

ご注文・お問い合わせは，学会事務局まで <main@geosociety.jp>

卒業記念やイベントでのグッズに！

場をお借りして，厚くお礼申し上げます．また巡検の前日に実
施した，富山市科学博物館所蔵の加納コレクションの見学では，
増淵佳子さんと藤田将人さんに，大変お世話になりました．巡
検を共にし，学びあえた参加者の皆さまにも，改めてお礼と感
謝を申し上げます．
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常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下の
４名でおこなっています．原稿はe-mailでいただければ幸いです．
13nd403y@mcs.ibaraki.ac.jp 菅谷真奈美（茨城大）
gsc421511@s.okayama-u.ac.jp 湯川弘一（岡山大）
12ND404L@mcs.ibaraki.ac.jp 細井　淳（茨城大）
3SC12024G@s.kyushu-u.ac.jp 佐藤峰南（九州大）

このほか，谷さんからは日本海底に分布する花崗岩類と飛騨
帯の花崗岩類の年代値の比較，小泉さんからは領家帯の斑れい
岩類のマグマプロセスについて，天野さんからは領家変成岩類
の変成分帯について，菅森さんからは丹波帯と超丹波帯の放散
虫とテクトニクスについて，講演がありました．各々の成果を
もとに熱い議論が交わされ，途中，飛騨牛のつまみものなど，
飛騨ならではの楽しみも交えつつ，日付が変わった３時過ぎま
で活発な意見交換は続きました．

おわりに
今回の巡検も感動の連続でした．角閃石の超巨大結晶や美し

い眼球状片麻岩，スカルン中の見事な鉱物，まっすぐ伸びるシ
ンプルトニックダイク（写真２）など，目で見るだけでも非常
に楽しい巡検となりました．それに加え，広範囲にわたって自
らの足で歩き，矛盾に気づき，問題を解決していく過程を，実
際の岩体を見ながらご説明頂けたことは，非常にわくわくする
ものでありました．加納先生がおっしゃった「人の言うことを
信じきってはいけない，自らの目で見て，自らで考えるもので
す」という言葉が特に印象に残っています．
他にも，参加者同士で露頭から読み取れることを議論したり，
足りない知識を補ったりと，楽しく，地質学に対する理解を深
められました．また，熱心な参加者と一緒に巡検することで，
負けてはいられないと，強い刺激を受けることもできました．
久しぶりに会う仲間同士でお互いの近況を報告し合い，励まし
合ったりすることで今後の研究に対する活力にもなりました．
日本各地の大学生，大学院生が一同に会する，このような巡検
は，大変に有意義であったと改めて思い，会を通じて得た知識
とネットワークは貴重な財産になりそうだと感じています．
最後に，巡検の案内をして頂いた加納先生と竹原さん，世話

人の隅田さんに，有意義な機会を設けて頂きましたこと，この

院生コーナー

写真２：高原川沿いのシンプルトニックダイク
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2014年度（2014.4～2015.3）学部学生割引・院生割引会費の受付中

一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究者）については，本人の申請

によりそれぞれ割引会費が適用されます．つきましては，次年度（2014年度）の会費についての申

請を受付中です．該当される会員は下記の書式にて申請書を提出してください（郵送に限る）．最

終締切りは，2014年 3 月31日（月）です．この期日までに申請書をご提出下さい．なお，これま

で（～2013年度）の学部学生割引・院生割引会費についての申請受付は終了していますので，

2014年度分の申請のみ適用となります．

最終〆切

2014年 3 月31日（月）
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2014年度の会費払込について
一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2014年４月～2015年３月の会費額は

下記の通りです．

１．自動引落を登録されている方 12月24日（火）に引き落としを行いました．
2014年度分会費は12月24日に引き落としを行いました．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下さい．

これより以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としされています．通帳には金額とともに「チ

シツカイヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されておりますので，必ずご確認下さい．

２．上記以外の方（お振り込み）
12月中旬頃に請求書兼郵便振替用紙をお送りいたしました．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

３．自動引き落としをご利用下さい．
請求書に同封の書式にてぜひ自動引き落とし申込をお願いいたします（お申込数によっては2014年３月または６月にも引き落とし手続きを

致します）．自動引き落としによる払込をより多くの会員に積極的に採用していただきたく，ご理解とご協力をお願いいたします．自動引き

落としを希望する方は，「自動払込利用申込書」をお送り下さい．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

2014年度（2014.4～2015.3）
学部学生割引・院生割引会費

申請受付中！

一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・
院生（研究生）については，本人の申請によりそれぞれ割
引会費が適用されます．該当される会員は所定の書式にて
申請書を提出してください（本誌別掲，郵送に限る）．
＜注意＞
１．2014年４月から社会人になる方は割引会費の申請はで
きません．
２．毎年更新となりますので，次年度会費について該当す
る方は，必ず申請してください．

最終締切：2014年3月31日（月）

災害に関連した
会費の特別措置のお知らせ

日本地質学会では，災害救助法適用地域で被災された会員の
方々のご窮状をふまえ，以下の措置を取らせていただきます．
「日本地質学会に届出の住居または勤務地が災害救助法適用

地域に該当する会員のうち，希望する方」は2014年度（平成26
年度）会費を免除することといたします．
2013年度において，災害により被害にあわれた方のうち，こ

の措置の適用を希望される会員は，①会員氏名②被害地域③被
災状況（簡単に）を明記し，学会事務局までお申し出下さい．
お申し出の方法は，郵送，FAX，e-mailのいずれでも結構です．
締切は，2014年２月24日（月）までとさせていただきます．

※通常の会費払い込みについては，上記「2014年会費払い込み
について」をご参照下さい．

2014年１月６日
日本地質学会　会計委員会

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

会員資格 2014年４月～2015年３月分会費

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2013年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2014年度会
費にのみ適用となります．

正会員 12,000円

〃　（院生割引）※　要申請 8,000円

〃　（学部学生割引）※　要申請 5,000円
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○第48回日本水環境学会年会（2013
年度）
３月17日（月）～19日（水）

場所：東北大学川内北キャンパス

https://www.jswe.or.jp/index.html

○恐竜国際シンポジウム
３月21日（金・祝）～23日（日）

場所：福井県立大学・福井県立恐竜博物館

http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/ADA/

○日本地理学会2014年度春季大会
３月27日（木）～28日（金）

場所：国士舘大学世田谷キャンパス

http://www.ajg.or.jp/

○日本海洋学会2014年度春季大会
３月26日（水）～30日（日）

場所：東京海洋大学

https://www.jp-c.jp/jos/2014SM/

月　April
○日本地球惑星科学連合2014年大会
４月28日（月）～５月２日（金）

場所：パシフィコ横浜会議センター（横浜市

西区みなとみらい）

予稿集原稿投稿締切：２月12日（水）

http://www.jpgu.org/

月　May
○第６回国際レルゾライト会議
５月４日（日）～14日（木）

開催場所：Marrakech, Morocco

http://www.gm.univ-montp2.fr/Lherzolite/

★一般社団法人日本地質学会第６回
（2014年度）総会
５月24日（土）

場所：北とぴあ（東京都北区王子）

5

4

2014.１～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は，日本地質学会行事．

2014年
月　January

○シンポジウム「海底下の炭化水素
資源・炭素循環と地球生命工学」
１月24日（金）９:30～17:30（９:00開場）

場所：東京大学本郷キャンパス小柴ホール

http://www.jamstec.go.jp/j/pr/event/dgbs2

014/index.html

○日本古生物学会第163回例会
１月24日（金）～26日（日）

場所：兵庫県立人と自然の博物館

http://www.palaeo-soc-japan.jp/

月　February
○IFREE公開シンポジウム
「地球大変動Ⅱ－地殻大変動を引き起こす地球

深部の巨大運動が見えてきた！」

２月８日（土）13:00～17:30

場所：建築会館ホール（東京都港区芝５－

26－20）

参加費：無料（要事前登録）

http://www.jamstec.go.jp/ifree/j/sympo/20

13/

○第59回日本水環境学会セミナー
「水道水源の新たな水質危機と対応の最新動向」

２月３日（月）10:00～16:45

場所：自動車会館大会議室（東京都千代田区

九段南４-８-13）

http://www.jswe.or.jp/index.html

★西日本支部　平成25年度総会・第
165回例会
2月22日（土）

場所：佐賀大学，本庄キャンパス，大学会館

講演申込締切：２月５日（水）17:00

問い合わせ：幹事　川村喜一郎

<kiichiro@yamaguchi-u.ac.jp>

月　March
★東北支部2012-2013年度総会・講
演会
３月１日（土）～２日（日）

場所：山形大学小白川キャンパス

講演申込締切：２月10日（月）

問い合わせ：大友幸子〈yukiko@e.yamagata-

u.ac.jp〉

3
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月　June
○地質学史懇話会
６月28日（土）13:30～17:00

場所：北とぴあ８階803号室

相原延光：お天気博士藤原咲平の生涯と地学

史における再評価(仮題)

加藤碵一：「地文学」と「地人論」考

月　September
○国際鉱物学連合第21回総会
（IMA2014）
９月１日（月）～５日（金）

開催地：南アフリカ

講演要旨投稿締切：２月28日（金）

http://www.ima2014.co.za/index.php/call-

for-abstracts

○IGCP608「白亜紀のアジア－西太
平洋地域の生態系システムと環境変
動」第２回国際シンポジウム
日本地質学会　共催

９月６日（土）～８日（月）（シンポジウム）

９月８日（月）～11日（木）（予定）（巡検）

場所：早稲田大学大隈講堂小講堂

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

★日本地質学会第121年学術大会
９月13日（土）～15日（月・祝）

場所：鹿児島大学ほか

○第11回ゴンドワナからアジア国際
シンポジウム、国際ゴンドワナ研究
連合2014年会及び付属野外巡検
会議：９月19日～21日　巡検：22日～24日

場所：北京，China University of Geosciences

Beijing

http://www.iagrhomepage.com

9

6

C A L E NDAR

お知らせ

東北支部2012-2013年度総会・講演会

日時：３月１日（土）～２日（日）

場所：山形大学小白川キャンパス

１日（土）13：00～ 総会・個人講演・ポスター発表コアタイム，懇親会

２日（日）９：00～12：00 個人講演

講演申込締切：２月10日（月）

講演用紙締切：２月20日（木）

＊総会へ欠席の方は，委任状をお送り下さい．

問い合わせ先：大友幸子（山形大）<yukiko@e.yamagata-u.ac.jp>



SMBCファイナンスサービス株式会社 

一般社団法人 日本地質学会 会 費 等 

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

蕁03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先） 
　SMBCファイナンスサービス㈱決済ビジネス事務部 

（金融機関へのお願い） 

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。 

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。 

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。 
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捨印 
ゆうちょ銀行を除く 

ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。 

（金融機関用） 

SMBCファイナンスサービス株式会社 
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